
平
成
三
十1

年
、
来
年
度
で
平
成
が
な
く
な
り
ま

す
。
最
後
の
元
号
を
楽
し
く
愉
快
に
活
動
し
、

「
長
浜
に
来
て
よ
か
っ
た
！
」

「
長
浜
観
光
Ｖ
Ｇ
が
楽
し
か
っ
た
」

と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
「
お
も
て
な
し
ガ

イ
ド
」
を
演
出
し
て
く
だ
さ
い
。

私
達
の
協
会
は
、
長
浜
で
唯
一
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ー
ガ
イ
ド
で
構
成
さ
れ
て
い
る
団

体
と
し
て
、
国
が
認
め
て
く
れ
た
組
織
で

あ
る
こ
と
に
誇
り
を
も
っ
て
、
愚
直
に
、

粛
々
と
長
浜
を
訪
れ
る
観
光
客
を
、
心
の

こ
も
っ
た
お
も
て
な
し
で
お
迎
え
し
ま
し
ょ

う
。

"

「
よ
う
き
ゃ
ん
し
た
。
ま
た
き
ゃ
ん
せ
」
は
長
浜
観

光
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
協
会
の
お
迎
え
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

と
し
て
長
浜
の
魅
力
を
伝
え
る
努
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

桜
の
こ
ろ
は
一
年
で
最

も
心
が
弾
む
季
節
で
す
が
、

い
つ
し
か
過
ぎ
て
し
ま
う

時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
時
期
、
今
年
も
開

催
さ
れ
る

「
桜
ク
ル
ー
ズ

ビ
ア
ン
カ
の
旅
」

お
客
様
の
心
に
残
る
思

い
出
作
り
や
、
愉
快
に
楽

し
い
時
を
過
ご
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
ビ
ア
ン
カ

の
旅
の
研
鑽
を
積
み
、
桜

ク
ル
ー
ズ
を
楽
し
む
方
々

の
、
思
い
出
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
く
だ

さ
い
。

【
各
日
程
と
注
意
事
項
】

・
期
間
：
四
月
七
日
（
土
）
～
四
月
十
九
日
（
木
）

一
便
：
一
〇
時
五
〇
分
発
～
十
三
時
四
〇
分
着

二
便
：
十
四
時
二
〇
分
発
～
十
七
時
一
〇
分
着

【
事
前
研
修
】

・
日
時
：
四
月
二
日
（
月
）
一
〇
時
～

講
師
：
氏
原
顧
問

・
場
所
：
四
居
家

・
初
日
は
乗
船
に
よ
る
会
員
研
修
を
予
定

（
但
し
人
数
制
限
が
有
）
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ＮＰＯ法人

長浜観光ＶＧ協会

電話（６５）０３７０

発行責任者

辻川 原藏

編集責任者

木村 富久子

長浜が味わえるおもてなしを

よ
う
き
ゃ
ん
し
た

ま
た
き
ゃ
ん
せ

【
五
十
二
年
ぶ
り
県
内
か
ら
国
宝
誕
生
】

長
浜
市
西
浅
井
町
の
須
賀
神
社
が
所
蔵
す

る
「
菅
浦
文
書
、
菅
浦
与
大
浦
下
庄
堺
絵
図
」

が
国
宝
（
美
術
工
芸
品
）
に
指
定
さ
れ
る
よ

う
に
答
申
さ
れ
た
。
県
内
で
は
一
九
六
六
年

以
来
五
十
二
年
ぶ
り
の
国
宝
指
定
と
な
る
。

建
造
物
、
美
術
工
芸
品
を
を
合
わ
せ
県
内
の

国
宝
指
定
と
し
て
は
五
十
六
番
目
と
な
る
。

長
浜
の
国
宝
は

一

都
久
夫
須
麻
神
社
本
殿

二

宝
厳
寺
唐
門

三

木
造
十
一
面
観
音
立
像

四

金
銀
鍍
透
彫
華
籠

五

法
華
経
序
品
（
竹
生
島
経
）

で
し
た
が
今
回
指
定
の

菅
浦
文
書
・
菅
浦
与
大
浦
下
庄
堺
絵
図

が
加
わ
り
六
点
と
な
り
ま
し
た
。

《
参
考
》
五

法
華
経
序
品
に
つ
い
て

琵
琶
湖
に
浮
か
ぶ
竹
生
島
の
宝
厳
寺
に
伝

来
し
た
た
め
、
「
竹
生
島
経
」
と
称
さ
れ
る
。

も
と
は
鳩
摩
羅
什
訳
の
法
華
経
八
巻
が
そ
ろ
っ

て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
現
存
す
る
の
は
、

巻
一
の
中
の
こ
の
「
方
便
品
」1

巻
と
、
宝

厳
寺
に
残
る
折
本
仕
立
て
の
「
序
品
」
一
帖

だ
け
で
あ
る
。

ビ
ア
ン
カ

の
旅
！



今
年
も
四
月
九
日
～
十
六
日
の
間
に
、
長
濱
八
幡

宮
の
春
の
例
祭
に
合
わ
せ
て
曳
山
祭
り
が
執
行
さ
れ

ま
す
。
期
間
中
の
十
三
日
～
十
六
日
の
間
は
、
出
番

山
で
「
子
ど
も
歌
舞
伎
」
が
演
じ
ら
れ
ま
す
。

祭
り
は
、
四
月
九
日
の
線
香
番
に
始
ま
り
、
十
二
日

ま
で
の
四
日
間
若
衆
に
よ
る
勇
壮
な
裸
参
り
を
行
い

祭
り
の
成
功
を
祈
願
し
ま
す
。

子
ど
も
歌
舞
伎
は
、
十
三
日
・
十
四
日
に
自
町
で

狂
言
を
行
い
ま
す
。
十
五
日
に
は
長
濱
八
幡
宮
で
披

露
後
御
旅
所
へ
の
道
中
で
披
露
さ
れ
ま
す
。

五
歳
か
ら
十
二
歳
く
ら
い
の
男
の
子
に
よ
っ
て
曳

山
の
舞
台
で
演
じ
ら
れ
る
子
ど
も
歌
舞
伎
の
熱
演
は

と
て
も
可
愛
ら
し
く
見
事
な
も
の
で
す
。

夜
に
は
提
灯
を
灯
し
た
四
台
の
曳
山
が
御
旅
所
に

勢
ぞ
ろ
い
、
そ
の
幻
想
的
な
背
景
の
後
、
神
輿
が
担

ぎ
出
さ
れ
終
焉
を
迎
え
ま
す
。

【
長
浜
曳
山
祭
り
の
由
来
】

安
土
桃
山
時
代
、
長
浜
城
主
だ
っ
た
こ
ろ
の
豊
臣

秀
吉
に
初
め
て
の
男
の
子
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

喜
ん
だ
秀
吉
は
城
下
の
人
々
に
金
を
振
る
舞
い
、
町

民
が
こ
れ
を
も
と
に
山
車
を
作
っ
て
八
幡
宮
の
祭
礼

に
曳
き
回
し
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
曳
山
の
知
識
】

絢
爛
豪
華
な
曳
山
は
、
江
戸
時
代
中
期
か
ら
、
長

浜
の
ち
り
め
ん
産
業
の
隆
盛
に
伴
い
各
山
組
は
競
っ

て
曳
山
を
改
造
し
、
装
飾
に
豪
華
な
毛
織
物
を
用
い

る
な
ど
の
贅
を
尽
く
し
ま
し
た
。
現
存
す
る
曳
山
の

多
く
は
そ
の
頃
に
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。
曳
山
は1

階

の
舞
台
と
楽
屋
、
二
階
の
亭
に
わ
か
れ
て
い
ま
す
。

長
浜
の
曳
山
は
、
「
長
刀
山
」
を
含
め
十
三
基
あ

り
ま
す
。
子
ど
も
歌
舞
伎
が
演
じ
ら
れ
る
の
は
十
二

基
で
、
そ
の
う
ち
毎
年
四
基
が
交
代
で
出
番
山
と
な

り
ま
す
。

【
曳
山
研
修
】

長
浜
市
の
最
大
イ
ベ
ン
ト
曳
山
祭
り
が
い
よ
い
よ

始
ま
り
ま
す
。
私
達
ガ
イ
ド
は
曳
山
祭
り
を
側
面
か

ら
支
援
し
、
最
高
の
お
祭
り
な
る
よ
う
今
年
の
出
番

山
と
演
題
な
ど
長
浜
祭
り
の
知
識
を
し
っ
か
り
勉
強

し
て
く
だ
さ
い
。

研
修
日
時

三
月
二
十
九
日
（
金
）

午
前
九
時
三
〇
分
か
ら

研
修
場
所

四
居
家

【
今
年
の
出
番
山
】

今
年
の
出
番
山
は

「
壽
山
」
「
猩
々
丸
」
「
高
砂
山
」
「
鳳
凰
山
」

の
四
音
基
で
す
。

出
番
山
で
の
装
飾
類
の
中
で
は
、

◎

貴
婦
人
と
三
人
の
従
者
を
描
い
た

「
鳳
凰
山

飾
毛
綴
」

◎

大
勢
の
槍
を
持
つ
武
人
を
織
だ
し
た

「
翁
山

飾
毛
綴
」

が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
と
も
に

約
四
〇
〇
年
前
の
ベ
ル
ギ
ー
製
の
織
物
で
す

以
下
、
ガ
イ
ド
の
参
考
と
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
出
番
山
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
し
た
。

亭
は
八
棟
造
り
で
、
軒
先
に
唐
破
風
を
付
け
る
。

舞
台
屋
根
は
向
大
唐
破
風
で
、
側
面
の
千
鳥
破
風
の

棟
上
に
鯱
を
置
く
。
舞
台
天
井
は
、
折
上
小
組
格
天

井
。
正
面
唐
破
風
板
の
「
孔
雀
に
桃
樹
」
の
金
具
と

舞
台
障
子
上
の
大
虹
梁
や
舞
台
の
桁
の
飾
金
具
に
は
、

七
宝
焼
を
用
い
て
い
る
。

舞
台
前
柱
の
「
昇
り
竜
・
下
り
竜
に
雲
と
人
物
」

と
高
欄
親
柱
の
飾
金
具
は
国
友
の
金
工
・
藍
水
堂
一

徳
の
作
。
昇
り
竜
・
下
り
竜
は
、
一
徳
が
十
三
年
を

か
け
た
苦
心
の
作
。
そ
の
下
絵
と
楽
屋
襖
の
「
竜
の

図
」
は
今
村
の
中
谷
求
馬
の
筆
に
な
る
。

見
送
り
幕
は
、
中
国
明
時
代
の
綴
れ
織
り
の
も
の

と
毛
綴
れ
織
り
の
も
の
の
二
枚
が
あ
る
。
胴
幕
は
総

刺
繍
「
竹
林
七
賢
人
の
図
」
と
な
っ
て
い
る
。

曳
山
本
体
は
天
明
二
年(

一
七
八
二)

、
藤
岡
和
泉

利
盈
の
作
。

亭
は
後
年
の
作
だ
が
、
作
者
等
不
明
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寿 山

大手町組

長
浜
曳
山
祭
り

今
年
の
出
番
山
は
こ
れ
だ
！

【
外
題
】
似
合
夫
婦
出
世
絏

長
浜

一
豊
の
屋
敷



御
座
船
型
の
曳
山
、
背
面
に
行
列
に
用
い
る
七
つ

道
具
を
立
て
る
。

亭
は
な
く
、
露
台
と
な
り
周
囲
に
幕
を
張
る
。
上

に
猩
々
緋
の
大
き
な
帆
布
を
あ
げ
る
。

舞
台
屋
根

は
向
大
唐
破
風
で
、
両
面
に
千
鳥
破
風
と
唐
破
風
を

付
け
て
形
を
整
え
て
い
る
。

背
面
に
は
見
送
り
幕
に
変
え
て
見
送
り
彫
り
物
一

対
を
か
ざ
る
。
彫
り
物
は
中
国
三
国
時
代
の
蜀
の
武

将
・
関
羽
と
張
飛
の
木
造
彩
色
像
。

舞
台
障
子
上
の
大
虹
梁
「
唐
獅
子
の
谷
川
を
渡
る
」

の
象
嵌
鍍
金
飾
金
具
は
、
膳
所
の
奥
村
菅
次
の
作
、

台
輪
の
「
波
」
の
飾
金
具
は
、
西
村
清
琴
の
下
絵
で

京
都
の
尾
勘
の
作
、
鼻
金
具
は
弘
化
四
年
（
一
八
四

七
）
国
友
の
国
友
一
貫
斎
充
俶
、
富
岡
勘
右
衛
門
直

久
の
作
で
あ
る
。

曳
山
は
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
藤
岡
和
泉
一
富

の
作
。

陳
は
八
棟
造
り
で
、
軒
先
に
唐
破
風
を
付
け
る
。

舞
台
屋
根
は
切
妻
造
り
、
両
側
面
に
千
鳥
破
風
を
付

け
、
筥
棟
鬼
板
に
「
宮
」
の
文
字
、
同
鳥
衾
に
「
元

山
」
の
文
字
を
表
し
て
い
る
。

楽
屋
側
面
の
外
欄
間
に
は
「
柿
樹
上
に
群
猿
の
遊

ぶ
」
の
木
彫
り
が
あ
り
、
構
図
が
面
白
く
す
ぐ
れ
た

作
品
。
舞
台
の
前
柱
は
「
雲
と
垣
根
に
瓢
箪
唐
草
」

の
透
か
し
彫
り
飾
り
金
具
が
全
体
を
覆
っ
て
い
る
。

台
車
に
は
半
肉
彫
鍍
金
の
「
兎
が
波
上
を
走
る
」
の

飾
金
具
を
付
け
る
。
舞
台
障
子
の
「
牡
丹
に
小
禽
の

図
」
は
大
塚
岐
鳳
の
作
で
あ
る
。

見
送
り
幕
は
、
全
面
刺
繍
「
九
仙
人
の
図
」
の
も

の
と
綴
れ
織
り
「
唐
子
遊
戯
の
図
」
の
も
の
が
あ
る
。

曳
山
本
体
は
延
亨
二
年
（
一
七
四
五
）
の
修
理
記

録
が
あ
る
事
か
ら
そ
れ
以
前
の
建
造
と
さ
れ
る
。

亭
は
文
化
十
三
年(

一
八
一
六)

藤
岡
重
兵
衛
安
則

の
作
。

亭
は
四
柱
造
り

で
、
む
く
り
屋
根
。
亭
上
に
「
鳳
凰
」
の
木
彫
り
を

置
き
、
背
面
に
は
加
茂
胡
保
の
筆
に
な
る
「
其
清
」

の
額
を
掲
げ
る
。

舞
台
障
子
上
の
大
虹
「
鶴
の
巣
籠
り
」
の
象
嵌
造

り
の
金
具
は
、
膳
所
の
奥
村
菅
次
の
作
。
前
柱
の

「
松
竹
梅
に
琴
棋
書
画
」
や
高
欄
親
柱
の
「
鶏
」
な

ど
の
飾
金
具
も
精
巧
で
、
奥
村
菅
次
の
作
で
、
台
輪

の
「
浪
に
竜
」
の
飾
金
具
は
国
友
の
姉
川
堂
良
忠
の

作
で
あ
る
。

舞
台
格
天
井
は
絵
天
井
と
な
り
華
麗
。
舞
台
障
子

の
「
花
車
の
図
」
は
大
塚
岐
鳳
の
筆
、
そ
の
内
側
の

楽
屋
襖
の
「
楽
太
鼓
の
図
」
は
狩
野
永
岳
の
筆
で
あ

り
、
背
面
の
幟
の
「
天
覆
」
「
地
載
」
の
文
字
は
賀

茂
胡
保
の
筆
。
胴
幕
は
ペ
ル
シ
ャ
絨
毯
。
見
送
り
幕

は
十
六
世
紀
ベ
ル
ギ
ー
製
の
飾
毛
綴
で
重
要
文
化
財
。

曳
山
本
体
は
、
亭
と
も
文
政
十
二
年(

一
八
二
九)

の
作
。
建
造
は
藤
岡
和
泉
の
作
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
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猩々丸

船町組

鳳凰山

祝町組

高砂山

宮町組

【
外
題
】
一
谷
嫩
軍
記

熊
谷
陣
屋
の
場

【
外
題
】
義
士
外
伝

土
屋
主
悦

【
外
題
】
恋
飛
脚
大
和
往
来

梅
川
忠
兵
衛

新
口
村
の
場
【
長



曳
山
の
見
分
け

今
年
も
長
浜
祭
り
が
目
の
前
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

曳
山
祭
り
シ
リ
ー
ズ
５
回
目
は
十
二
の
曳
山
一
基
ご

と
に
外
観
の
特
徴
を
見
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

☆

船
の
形
（
一
基
）

猩
々
丸
（
船
町
組
）

御
座
船
型
で
猩
々
緋
の
大
き
な
帆
を
上
げ
て
い

る
の
で
間
違
え
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
亭

は
な
く
、
露
台
と
な
り
周
囲
に
幕
を
張
り
ま
す
。

☆

舞
台
屋
根
が
「
切
妻
屋
根
」
（
二
基
）

高
砂
山
（
宮
町
組
）

舞
台
前
柱
は
透
彫
の
「
雲
と
垣
根
に
瓢
箪
唐
草
」

の
金
具
で
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

青
海
山
（
北
町
組
）

亭
の
棟
上
に
木
彫
の
「
飛
竜
」
を
置
き
、
台
輪

は
曳
山
の
名
に
因
ん
だ
「
青
海
波
」
の
文
様
で

飾
ら
れ
て
ま
す
。

☆

亭
上
に
飾
物
を
置
く
曳
山

（
前
記
の
青
海
山
を
含
め
七
基
）
。

鳳
凰
山
（
祝
町
組
）

亭
の
棟
上
に
曳
山
の
名
の
と
お
り
木
製
の
「
鳳

凰
」
を
置
き
、
舞
台
の
折
上
げ
格
天
井
は
唯
一

「
絵
天
井
」
で
す
。

諫
皷
山
（
御
堂
前
組
）

亭
屋
根
露
盤
上
に
曳
山
の
名
に
因
ん
だ
木
彫
り

の
「
諫
皷
鶏
」
を
置
き
、
舞
台
前
柱
の
「
竹
林

七
賢
人
」
の
飾
り
金
具
は
奥
村
寿
一
の
作
で
、

長
く
伸
び
た
竹
と
そ
の
下
の
人
物
像
が
見
事
で

す
。

常
盤
山
（
呉
服
町
組
）

亭
上
に
木
彫
り
の
「
鸕鸕（
ロ
ジ
）
」
を
置
き
、

舞
台
前
柱
は
黒
漆
塗
り
で
飾
り
金
具
は
な
く
、

舞
台
高
欄
親
柱
の
色
絵
象
嵌
「
釣
り
狐
」
の
飾

り
金
具
は
、
三
代
目
奥
村
菅
司
の
作
。

春
日
山
（
本
町
組
）

亭
上
に
金
色
の
「
龍
神
様
」
を
置
く
。
高
欄
親

柱
に
曳
山
の
名
に
因
ん
だ
「
紅
葉
に
鹿
」
の
金

具
を
付
け
、
台
輪
の
鼻
金
具
に
本
町
組
を
示
す

「
本
」
の
文
字
を
デ
ザ
イ
ン
化
し
た
金
具
を
付

け
ま
す
。

月
宮
殿
（
田
町
組
）

亭
の
屋
根
は
唯
一
、
六
角
形
で
そ
の
上
に
「
ギ
ャ

マ
ン
製
」
の
宝
玉
を
置
く
。
舞
台
前
柱
を
飾
る

「
鯉
の
滝
登
り
」
の
飾
り
金
具
は
、
「
狩
野
孝

信
」
の
下
絵
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

萬
歳
楼
（
瀬
田
町
組
）

亭
は
上
（
前
）
下
（
後
）
の
二
段
に
分
れ
、
上

亭
棟
上
に
「
宝
珠
」
を
置
き
、
下
亭
屋
根
に

「
宝
剣
（
鉾
）
」
を
置
く
。
舞
台
前
柱
色
絵
象

嵌
「
高
砂
の
尉
と
姥
」
は
奥
村
菅
次
の
作
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

☆

舞
台
屋
根
上
に
飾
り
物
を
置
く
曳
山
（
二
基
）

孔
雀
山
（
神
戸
町
組
）

舞
台
屋
根
棟
上
に
山
号
に
因
む
金
銅
製
の
尾
羽

を
広
げ
た
「
孔
雀
」
を
置
く
。
舞
台
前
柱
は
黒

漆
塗
り
で
飾
り
金
具
は
な
く
、
舞
台
高
欄
の
親

柱
は
四
角
形
（
他
の
山
は
全
て
円
柱
形
）
で
花

宝
珠
を
用
い
て
い
ま
す
。

壽
山
（
大
手
町
組
）

舞
台
屋
根
側
面
の
千
鳥
破
風
棟
上
に
「
鯱
（
シ
ャ

チ
）
」
を
置
く
。
舞
台
前
柱
の
「
昇
り
竜
鸕
降

り
竜
に
雲
と
人
物
」
の
飾
り
金
具
は
、
国
友
の

金
工
鸕
藍
水
堂
一
徳
苦
心
の
作
。
下
絵
は
今
村

の
絵
師
中
谷
求
馬
の
筆
。

☆

舞
台
前
柱
の
飾
り
が
連
続
文
様

翁
山
（
伊
部
町
組
）

舞
台
前
柱
に
連
続
し
た
「
菊
唐
草
文
」
の
飾
り

金
具
を
打
つ
。
（
前
柱
の
連
続
文
様
は
翁
山
の

み
）
舞
台
向
大
唐
破
風
の
「
七
宝
桐
鳳
凰
文
」

飾
り
金
具
は
京
都
の
村
田
長
左
衛
門
作
。

「
曳
山
や
山
組
の
名
前
を
間
違
え
て
ガ
イ
ド
し
て
い

た
」

と
の
苦
情
が
こ
な
い
よ
う
、
お
互
い
に
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。

馬
場

智
章
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曳山の見分け


